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１．国の指針

「初等中等教育段階における生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン」
Ver1.0 機動的な改定を想定（令和５年７月４日）

本ガイドラインについては、
現在、改訂作業中であり、
今秋～冬に改訂（Ver.2.0）
として公表予定。



１．国の指針

「初等中等教育段階における生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン」
Ver1.0 機動的な改定を想定（令和５年７月４日）

〇年齢制限・保護者同意等の利用規約の遵守を前提に、
教育活動や学習評価の目的を達成する上で、
生成AIの利用が効果的か否かで判断することを基本
（小学校の児童の利用は慎重な対応が必要）
〇まずは、パイロット的に取り組むことが適当。

（１）【生成AI活用の適否に関する暫定的な考え方】

（２）パイロット的な取組 

① 生成AI自体を学ぶ段階
② 使い方を学ぶ段階
③ 各教科等の学びにおいて積極的に用いる段階
④ 日常使いする段階



１．国の指針

「初等中等教育段階における生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン」
Ver1.0 機動的な改定を想定（令和５年７月４日）

（３）生成AIの校務での活用

〇業務の効率化や質の向上など、働き方改革の一環として活用することが考えら
れることから、多くの学校での活用に向けた実践例を創出。

〇教師自身が新たな技術に慣れ親しみ、利便性や懸念点、賢い付き合い方を知っ
ておくことが、近い将来に教育活動で適切に対応する素地を作る。

※「教育DXに係る当面のKPI（第５回デジタル行財政改革会議／R６.4.22 )」

生成AIを校務で活用する学校      1.2%(R5) → 50%(R7)

①個人情報やプライバシーに関する情報の保護
②教育情報セキュリティ
③著作権保護

（４）その他の重要な留意点



２．本市の取組
（１）パイロット校の取組

鹿児島玉龍高等学校（令和５年度～６年度）

・教職員向け研修 :講師/日本Microsoft 中田寿穂 氏
・生成AIの概要に関する授業
・生成AIを活用した授業の実施
生物／論述の採点、数学／問題作成・演習
英語／英文添削、音声会話機能による英会話学習
美術／発想・構想の段階での画像生成 AI活用

・文科省「生成AIパイロット校成果報告会」実践発表
鹿児島商業高等学校（令和６年度）

・「AI部」発足(外部講師による活動)
※令和４年度から、ソフトバンク社との連携による
「AIを学び、生活に役立つAIを作成する教材
『AI Challenge』」を整備
鹿児島女子高等学校・鹿児島商業高等学校

ソフトバンクAI活用コンクール入賞

「AI部」の活動(鹿児島商業)

音声会話機能による英会話(鹿児島玉龍)



２．本市の取組
（２）小中学校における取組

「教育開発研究委員会」での研究開発
※教育開発研究委員会
市内の教職員１０人で構成する教育課題解決に向けた研究実践を行う委員会

令和４年度 「小中学校段階におけるAIを理解し、簡易なAIを作成する授業実践」
・中学校での授業実践【技術・家庭科】の公開授業

令和５年度 「小中学校段階における『生成AI』を理解し、『生成AI』を有効に使う授業の開発」
・ChatGPT搭載の人型ロボットPepperを活用した授業実践【総合的な学習の時間】

令和６年度 「小中学校段階における『生成AI』を理解し、『生成AI』を有効に使う授業の開発」
・校務での具体的な活用事例を創出し、収集する。

児童用にチューニングされたChatGPT搭載の
ロボット(Pepper)を活用した授業

身近な課題解決のために識別系AIを使った
授業実践事例（中学校技術・家庭科）



２．本市の取組
（３）校務における生成AIの活用

令和５年 ・ 「合同校長研修会」で校務での生成AIの活用を推進
令和６年 ・ 生成AIの概要、効果、注意点及び具体的な活用方法を示した

  ガイドブック「Copilotを使い始めるには（鹿児島市版）」を配付
※今後、「校務における生成AI活用事例集」を配付予定



３．他市町村の取組（参考資料）
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